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7. はじめに
岡山県北部～鳥取県にかけて白亜紀後期～古第三紀初
期に活動した花尚岩類が広く分布する.柴田と猿山 (19
59)は当地域北方の鳥取県三朝町付近に出現している花
尚岩類をかんらん石はんれい岩～中粒角閃石黒雲母花闘
閃緑岩からなるEE代型複合岩類,粗粒黒雲母花尚岩を主
体とする小鴨型花前岩類,租粒角閃石黒雲母花樹岩を主
体とする人形峠型花尚岩類に分類した.そして田代型-
小鴨型-人形峠型の順に送入したものと結論している.
一方山田 (1961)や村山と大沢 (1961)らほこの地域
全体の詳細な図幅調査を行ない,送入岩類の活動を大き
く3期に区分した.彼らによれば,第1期の送入岩類は
はんれい岩類,文象立岩類,細粒黒雲母花街岩か らな
り,主として中国山地脊梁部及びそれ以南に火山岩類と
密接な関係を持つ小岩休として分布する.第2期の送入
岩類は中粒角閃石黒雲母花拭閃緑岩,中粒黒雲母花樹
岩,粗粗角閃石黒雲母花岡岩,角閃石含有斑状黒雲母花
尚岩からなり,脊梁部及びそれ以南に底盤状岩体として
分布している.また第3期の迷入岩類は優白質な粗粒黒
雲母花尚岩を主体とし,脊梁以北に大底盤を構成してい
る.柴田と猿山 (1959)の田代型に含まれる花岡閃緑岩
と人形峠型花岡岩類は,いずれも山田 (1961)らの第2
期送入岩類に属し,また前者が人形峠型より古いとした
小鴨型花岡岩類は後者の第3期送入岩類に相当する.
それに対し杉山 (1965)はこの地域の送入岩類の主体
をなす花梅岩類,すなわち山田 (1961)らの第2期近入
岩類の中粒角閃石黒雲母花lu;q閃緑岩 (奥津花尚閃緑岩),
粗粒角閃石黒雲母花梅岩 (人形峠花街岩),および,節
3期送入岩類の粗粒黒雲母花間岩 (小鴨花間岩)の関係
について,奥津花尚閃緑岩がこれらのうち最も古く形成
され その後の小鴨花尚岩の送入に伴なう奥津花繭閃緑
岩-のカリ添加作用によって人形峠花岡岩が形成された
と考案している.
筆者は岡山県奥津町付近に分布する,花尚閃緑岩から
アプライト質花尚岩に至る複合岩体 (奥津花尚閃緑岩
体)*の地質学的･岩石学的研究を行なってきている.こ
の小論ではその岩石学的記載と,上述の問題に関するこ
の岩体の研究のもつ地質学的意義について述べる.な
お,この岩体の形成機構についても若干の考察を行なう
が,詳論は現在進行中の岩石化学的研究の完遂後にゆず
りたい.
なお花閏岩類の分類はStreckisen(1973)に従った.
2.地質概略
奥津町付近の地質図を第1図に示す.
古生層及び石英安山岩～安山岩質火山岩類は花樹岩類
に貫かれて顕著な接触変成作用を受け,古生層の泥質岩
には黒雲母,墓青石,カリ長石が出現している.
細粒斑状 卜-ナル岩は顕著な面構造を持つ優黒質な岩
石で上斎原～下斎原に分布し,上斎原花閏岩に貫かれて
接触変成作用を蒙っている.主に角閃石,黒雲母,斜長
石,石英,小量のカリ長石からなり,斜長石による斑状
組織を呈する.
石英はんれい岩～ト-ナル岩は石英閃緑岩を主岩相と
する複合岩体を構成し,主として単斜輝石,角閃石,黒
雲母,斜長石,石英,少量のカリ長石からなる.
黒雲母石英斜長石文象斑岩は富東谷北西にまとまって
分布する.斑晶として斜長石,石英,黒雲母が見られ,
石基は石英とカリ長石による顕著な文象構造を呈する.
角閃石斜長石文象斑岩～珪長岩は湯岳付近にまとまっ
て分布する.斑晶として角閃石と斜長石が見られ,石基
は石英と斜長石による文象構造を呈するが,岩相変化に
富み,無斑晶に近い非顕晶質な岩相を呈する部分もある.
これらの小岩体を山田 (1961)らは全て第1期送入岩
類に含め,周囲の花南岩類より古いとしたが,それにつ
*奥津花南閃緑岩がこのような複合岩体を構成している可能性は,岡山大学温泉研究所本間弘次,地質調査所笹
田政克両博士により指摘 (口頭)されたものである.
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第 1図 岡山県奥津町地域の地質図･
地名 :Hade･,････-羽出,Kamisaibara･-.･･･上斎原･Okutsu--･･･壌 津,Shikono-･ ･ ････至孝農,
shimosaibara-･･-日下斎原,Tomihigashidani-･--富東谷,Mt･Izumi---虜 山,Mt･Waka-
sugi･-･ ･=膚 杉山,Mt.Y1take･-･州 浜岳
岡山県北部奥津花絹閃緑岩体の岩石学的研究
いては問題があるかも知れない (本間,1975a,b).
本地域北東部には粗粒角閃石黒雲母花閏岩 (上斎原花
尚岩)が分布している.
奥津花街閃緑岩体は本地域の主要部を占め,申粒角閃
石黒雲母花尚閃緑岩,中粒黒雲母花田岩,細粒黒雲母花
田岩,アプライト質花rt,.j岩からなる.
上斎原花南岩と奥津花繭閃緑岩体の記載及び両者の関
係は次章以下で述べる.
3.上斎原花尚岩について
調査地域東部～北部に分布する優白質な粗粒角閃石黒
雲母花間岩で,しばしば長さ1cm～3cmのカリ長石の
巨斑晶が発達する.全体を通じ均質であるが,一部で面
構造が見られることがあり,上斎原～下煮原に分布する
古生層と接する付近では特に顕著である.
自形の黒雲母と緑色角閃石が独立の結晶として成長す
るが,再結晶してできたと思われる細粒の黒雲母と青緑
色角閃石が集合して見られることがある.また全休に暗
色包有物や有色鉱物のクロットに富んでいる.カリ長石
は自形性が強く,他の鉱物をポイキリティックに包有す
る.またパーサイト構造が著しく,曹長石ラメラの幅が
広い (0.02mm～0.05mm).石英は自形性が強く集合し
て球形を呈し,有色鉱物を包有している.石英とカリ長
石の文象構造はほとんど見られない.斜長石の累帯構造
は顕著ではないが,まれに著 しいoscillatoryzoning
を示し中核部に有色鉱物の包有物を多く含む結晶も見ら
れる.副成分鉱物としてチタン鉄鉱のラメラを持つ磁鉄
鉱･ジルコン･燐灰石 ･褐簾石 ･スフェンが見られる.
奥津町付近の花梅岩類でスフェンが見られるのはこの花
街岩のみである.
Qz
第2図 石英-カリー 長石一斜長石図
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第3図 有色鉱物一石英+カリ長石一斜長石図.記号は
第2図に準ずる.
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第4図 奥津花開閃緑岩体及び上斎原花吊岩の斜長石の
組成と色指数の関係.
上斎原花田岩のモ-ド組成は後述する奥津花尚閃緑岩
体と比べて変化に乏しく,第2図ではやや石英の少ない
領域に入ること,第3図では斜長石の量が増加しても有
色鉱物はほとんど増加しないことが特徴的である.
また斜長石のAn組成と色指数の関係を第4図に示
す.上斎原花尚岩の斜長石のAn組成は,色指数の低下
に伴ない,結晶周縁部も中核部もほぼ同じ割合で低下
する.
調査地域北方に広く分布する花岡岩は柴田と猿山 (19
59)や杉山 (1965)により人形峠花崩岩と呼ばれてい
る.山田 (1961)はこの人形峠花岡岩と上斎原以南に分
布する花崩岩 (ここでいう上斎原花田岩)とを区別して
記載しているが,両者はカリ長石や石英の産状など,類
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似した岩相を呈し,両者を区別するのは困難であること
から上斎原花崩岩は人形峠花尚岩の一員であると考えら
れる.
4.奥津花尚閃緑岩体について
41. 産 状
奥津花田閃緑岩体は前述の様な4岩相からなる複合岩
体で,岩体の外側から内側に向かって中粒角閃石黒雲母
花街閃緑岩,中粒黒雲母花街岩,細粒黒雲母花尚岩,ア
プライト質花筒岩の順に分布する.
中粒角閃石黒雲母花摘閃緑岩と中粒黒雲母花崩岩は-
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般に漸移し,色指数は中粒角閃石黒雲母花間閃緑岩から
中粒黒雲母花FHJ]岩に移り変わるにつれて低くなる (第5
図).また奥津南方では両者が明瞭な境界を持って接して
いる露頭が見られるが,接触部で急冷周縁相と思われる
ものは認められない.
細粒黒雲母花岡岩は申粒黒雲母花崩岩を脈状に貫き,
捕獲しているが,中粒黒雲母花崩岩の近くでは粗粒にな
り,両者が漸移していると思われる部分も存在する.
細粒黒雲母花転岩とアプライト質花尚岩は多くの場合
漸移関係にあるが,一部で後者が前者を貫いている.ま
たアプライト質花南岩は羽出東方を中心に,中粒角閃石
第5図 奥津花閏閃緑岩体内の色指数の変化.( )内は斜長石の組成測定地点.
岡山県北部奥津花闘閃緑岩体の岩石学的研究
第6図 中粒角閃石黒雲母花冠閃緑岩の有色鉱物の共生
関係.単斜輝石のまわりを角閃石が取り囲み,
さらにその外側を黒雲母が取り囲んでいる.
黒雲母花街閃緑岩･中粒黒雲母花岡岩を脈状に貫いてい
る.
以上のことから,これら各岩相の形成順序は中粒角閃
石黒雲母花田閃緑岩-申粒黒雲母花耐岩-細粒黒雲母花
揃岩-アプライト質花絹岩であると考えられる.
4-2.各宕相の岩石学的記載
中粒角閃石黒雲母花冠閃緑岩は全体にほぼ等粒状で有
色鉱物に富み,暗色包有物や有色鉱物のクロットを多く
含む.有色鉱物は主として自形の黒雲母と角閃石からな
るが,角閃石は愚者な累帯構造を示 し,周縁部では線
色,中核部では緑褐色を呈する.また,より優黒質な岩
相では緑褐色角閃石に取り囲まれて,おそらく輝石から
変化したと思われる淡緑色～無色角閃石が見られ,まれ
に単斜輝石の残品も見られる (第6図).また石英中の包
有物として斜方輝石が見られることもある(第7図).斜
長石は著しい累帯構造を示す(後述).カリ長石は間隙充
填的で,しばしば石英と文象構造を示す.一般にパーサ
イト構造が発達しているが,曹長石ラメラの幅は狭い
(0.01mm以下).副成分鉱物としてチタン鉄鉱のラメラ
を持つ磁鉄鉱･ジルコン･燐灰石 ･他形で不規則な形態
の褐簾石が見られる.
中粒黒雲母花閏岩は上述の中粒角閃石黒雲母花筒閃緑
岩と比べて,暗色包有物がほとんど見られず,また,角
閃石は極めて少ないか,存在しない.カリ長石は半白形
～自形を呈し,黒雲母 ･斜長石をポイキリティックに包
有し,石英と文象構造を示す.斜長石の累帯構造は著し
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第7図 中粒角閃石黒雲母花筒閃緑岩の斜方輝石.石英
中の包有物として見られる.
い(後述).副成分鉱物としてほチタン鉄鉱のラメラを持
つ磁鉄鉱･ジルコン･燐灰石 ･自形の褐廉石が見 られ
る.
細粒黒雲母花摘岩は優白質でカリ長石に富み,半白形
～自形の黒雲母が極少量点在する.カリ長石は自形性が
強く黒雲母 ･斜長石をポイキリティックに包有し,石英
と文象構造を示す.斜長石の累帯構造はあまり顕著では
ない.副成分鉱物として磁鉄鉱･ジルコン･燐灰石 ･自
形の褐簾石が見られ,チタン鉄鉱は存在しない.
アプライト質花間岩は徽細粒･優白質で,主に石英と
カリ長石からなる晶洞に富んでいる.黒雲母は他形～半
白形で極少量存在するのみである.カリ長石 ･石英･斜
長石が半白形等粒状組織を示すのが普通であるが,部分
的にカリ長石と石英の文象構造が発達することがある.
4-3.斜長石の組成変化 *
本岩体の主体をなす中粒角閃石黒雲母花尚閃緑岩の斜
長石は顕著な累帯構造を示し,たとえば第8図に示した
ものではAn46の組成の中核部を持ち,外側に向かって
*斜長石の組成はⅩⅩ,YY角を測定しUrlmO(1963)の図にプロットする方法と最大対称消光角を測定し
Winchel(1951)の図にプロットする方法を逆用した.
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第8図 中粒角閃石黒雲母花崩閃緑岩の斜長石.数字は
An組成を示す.
0 1
第9図 中粒黒雲母花街岩の斜長石.数字はAn組成を
示す.
細かいoscillatoryzoningを繰り返しながらAn組成が
低下していき,An32程度まで下がるが,その外側で急
激にAn組成が高くなりAn43程度になる.そのAn組
成の高い部分にはカリ長石のpatchが多く存在し,また
石英のpatChや極まれに単斜輝石と思われるものも存
徹
在する.この部分をpatchyzoneと呼ぶ.patchyzone
により,その内側の部分はresorptionを受けている.
patchyzoneの外側では再び急激にAn組成が低下 し
て,An31程度になり,さらにAn組成が低下 して,
最も周縁部ではAn20前後になる.
中粒黒雲母花繭岩では第9図に示す様に,申粒角閃石
黒雲母花岡閃緑岩とはぼ同様の組成の中核部を持ち,ま
たpatchyzoneも存在するが,周縁部ほより An組成
が低くAnlO前後になっている.
この様に岩相変化に対して斜長石の中核部の組成は一
定で周縁部の組成が変化する例は茨木複合花尚岩体 (田
結圧と坂野,1972;田結圧,1973)などで報告されて
いるが,このことは両岩相の斜長石の中核部はほぼ同時
に晶出し始め,また周縁部の晶出時の液の組成が異なっ
ていたことを示すと考えられる､
一方細粒黒雲母花田岩中の斜長石は中核部で An80
-20,周縁部で Anl0-5の組成を示し,中核部 ･周縁
部ともに中粒黒雲母花尚岩よりAn組成が低くなってい
る.patchyzoneはほとんど見られず,中粒黒雲母花田
岩と漸移する岩相の斜長石の中核部にわずか見られるだ
けである.
アプライト質花柄岩ではさらにAn組成が低 くな
り,中核部でAn15前後,周縁部ではAn5前後の組成
を示す.
前述の様に奥津花柄閃緑岩体を構成する各岩相は互に
漸移するが,これらの斜長石のAn組成も岩相変化に対
して徐々に変化している (第4図,第10区l).
N=+ 17 18 19 20 21 22 23 ･ -S
第10図 奥津花端閃緑岩体の斜長石の組成と位置の関
係.各点はそれぞれ数個の結晶についてもとめ
た値の平均値を示す.横軸の数字は第5図に示
したものに相当し,はば北から南の方向に取っ
てある.
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4-4.奥津花鳥閃緑岩体の形成
奥津花屈閃緑岩体を構成する各岩相は,岩体周縁部に
分布するものはより塩基性,中心取 こ分布するものはよ
り酸性である.これは茨木複合花田岩体などの様な,そ
の場所ないしはそれに近い場所で分化を行なった複合岩
体に特徴的な分布形態である.また文象構造が見られる
ことやカリ長石中の曹長石ラメラの幅が狭いことなどか
ら,比較的地下浅所で送入,団結したと考えられる.
斜長石の周縁部のAn組成は中粒角閃石黒雲母花尚閃
緑岩からアプライト質花街岩にかけて徐々に低くなる.
このことは岩体の周縁部から中心部に向かって徐々に固
姑が進行していったことを示す.
斜長石の中核部のAn組成は中粒角閃石黒雲母花向閃
緑岩から中粒黒雲母花間岩にかけてほとんど変化しない
が,細粒黒雲母花摘岩からアプライト質花崩岩にかけて
急激に低下する.このことは前2着の斜長石はほぼ同時
に晶出し始めたのに対し,後2者はより晩期に,より酸
性の液から晶出し始めたことを示す.
これらのことから,奥津花栢岩閃緑岩体の形成過程を
考えると次の様になる.
まず,中粒角閃石黒雲母花山閃緑岩及び中粒黒雲母花
梅岩の斜長石の中核部に相当する部分は.地下深所です
でに晶出していたと考えられる.その様な結晶を含んだ
マグマが比較的地下浅所に送入すると,周囲から冷却し
ていく.従って岩体周縁部から次第に固結していき,液
相は次第に岩体中心部に集まる.そこで,すでに晶出し
ていた斜長石を核として結晶作用を行ない,早期に固結
した部分が中粒角閃石黒雲母花樹岩となり,より晩期に
団結した部分が中粒黒雲母花摘岩となる.さらに,岩体
中心部に集まった液相からの結晶作用により,形成さ
れたのが細粒黒雲母花尚岩及びアプライ ト質花南岩で
ある.
5.奥津花尚閃緑岩体と上斎原花梅岩の前後関係
奥津花田閃緑岩体の主体をなし,最も外側に分布する
中粒角閃石黒雲母花尚閃緑岩と上斎原花街岩との直接の
関係は露頭不良のため確認できなかったが,境界部と思
われる地域で両者の岩柏はそれぞれほとんど変化せず,
両者が漸移することはない様である.
上斎原花揃岩にはしばしば面構造や再結晶したと思わ
れる組織が見られるが,その西側に分布する奥津花尚閃
緑岩体中には見られない.これは奥津花問閃緑岩体の方
が後に送入したことと関連するかも知れない.
一方前述の様に人形峠花岡岩は上斎原花括∃岩と同一の
ものと考えられるが,本間 (1975a)は上斎原北西方で,
中粒黒雲母花尚岩が人形峠花田岩を貫くとしている.こ
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こで,本間 (1975a)の中粒黒雲母花岡岩は奥津花摘閃
緑岩体中の細粒黒雲母花同岩と全く同じ岩相を呈する.
これらの事実からすると,奥津花拭閃緑岩体は,人形
峠花田岩 (上斎原花尚岩)より新しい可能性が強い.
6.ま と め
奥津花田閃緑岩体は,岩体の外側から内側に向かって
中経角閃石黒雲母花崩閃緑岩 ･中粒黒雲母花娼岩 ･細粒
黒雲母花摘岩 ･アプライト質花揃岩の4岩相からなる複
合岩体で,岩株状の形態を持つ.各岩相相互の関係は,
多くの場合漸移関係にあるが,一部で貫入関係 も見 ら
れ,より内側 (酸性)の岩相がより外側 (塩基性)の岩
相を貫いている.
奥津花崩閃緑岩体の斜長石の周縁部のAn組成は,中
粒角閃石黒雲母花崩閃緑岩からアプライト質花崩岩まで
岩相変化に伴なって徐々に低下していく.それに対 し
て,斜長石の中核部のAn組成は,中粒角閃石黒雲母花
FLJ主.i閃緑岩と申粒黒雲母花南岩ではほぼ一定で,細粒黒雲
母花筒岩 ･アプライト質花尚岩では急激に低下 してい
る.
斜長石の組成と岩相変化の関係から,奥津花街閃緑岩
体を構成する各岩柏は,本岩佐を形成したマグマが地下
浅所に送入した後,周囲から冷却していく過程で,その
場で分化して形成されたと考えられる.
上斎原花尚岩は全体に均質な粗粒角閃石黒雲母花南岩
で,調査地域北方に広く分布する人形峠花摘岩と連続し
て底盤をなすと考えられる.その辺入時期は奥津花南閃
緑岩体の送入より前と思われる.
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AbstractTheLateMesozoicgraniticrockshave
been studied in the Okutsu area, nortbern
OkayamaPrefecture.
Mainportionoftheareaisoccupiedbythe
Okutsugranodioriticmass. Itconsistsof
mediumgrainedhornblende-biotitegranodiorite,
mediumgrained biotite granite, 丘ne一grained
biotite granite, and aplitic granite in the
succeedingorderofintrusion.Comtactsbetween
theserock-typesaregeneralygradationaland
An-contentsofboth coreandmarginofthe
plagioclaseprogressivelydecreasewithincreas-
ingacidityoftherocks.Thesefactsindicate
acognateoriginofvariousrock･typesofthis
mass.
The Kamisaibara granite, ratleruniform
coarse-grainedhornblende-biotitegranite,occurs
inlargebatholith.Itisinferredpetrograplically
thattheKamisaibaragraniteisamemberofthe
Ningy6･t6gegranitewidelydistributedonthe
northofthisarea.Fieldevidencesuggeststhat
theNingy6-tagegranitewasintrudedby the
Okutsugranodioriticmass.
